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第2回

　長かった夏休みも残すところ僅か。昨年好評

だった「親子サマーフェスタ」が8月19日（日）、

ヒューマンわーくぴあ徳島（労働福祉会館別館）

において本年も開催されました。

　「～いのちの大切さ、かぞくの絆を考える～」を

テーマに、四国労働金庫やＮＰＯ法人 壮生、フ

レッセ、NPO･ボランティア団体の協力のもと多

くの催しが行われ、親子連れなど約180名が参加

しました。

　今年も登場！風船匠じょにぃさんの周りには

子ども達が集まり、バルーン実演に大喜びでし

た。人気の親子工作教室では、夏休みの自由課題

にと熱心に本箱やラックを作りました。そして、

こどもカメラマンによる親子撮影会、おもちゃ病

院、絵手紙、フリーマーケットのほか、屋外では

「徳島シャボン玉を飛ばす会」によるビッグシャ

ボン玉が行われ、夏休みの思い出が詰まった大き

なシャボン玉が子ども達の喚声とともに夕間に

消えていきました。

「親子サマーフェスタ」開催される「親子サマーフェスタ」開催される
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　県内在住外国人が、職場で通用する日本語やビ

ジネスマナーを習得して希望する仕事に就き、地域

社会の一員としてさらに活躍できるよう支援するこ

とを目的に2009年度から実施している「就職のた

めの日本語講座」と「介護の日本語講座」では、昨

年度までの３年間に９カ国37名（実数）の方々が受

講し、これまでにホームヘルパー２級や介護職員基

礎研修の資格を取得した11名のうち、10名が介護

施設に就職を果たしました。

　昨年度は両講座を受講後、徳島テクノスクール委

託「介護サービス科」を修了し、ホームヘルパー２級

の資格を取得したフィリピンの受講生３名が、ジョブ

とくしま無料職業紹介所の支援により、介護施設に

就職を果たしました。

　修了式のあと、受講生のひとりが「わたしの新し

い人生が始まる」と言って、背筋をぴんと伸ばしまし

た。その凛とした姿に、人が持つ可能性の大きさを

教えられます。

　外国の人たちにとって日本語を習得することが、

日本社会の一員として生きていく上で、どれだけ大

きな自信につながるかということを考えるとき、私た

ちに与えられた役割の大きさに気持ちが引き締まる

思いがします。

　５月15日には４年目の取り組みとなる「就職のた

めの日本語講座」が開講しました。受講生は、中国

４名、フィリピン５名の９名です。

　今年度は、県内のロータリークラブ４団体から、

テキストをはじめ音声学習のためのヘッドフォン、e

ラーニングのためのタブレットとパソコン、視覚教

材を再生する液晶モニターが寄贈され学習環境も

飛躍的に向上しました。

　本人の入院や家族の病気、家庭の事情などで欠

席を余儀なくされる受講生も少なくありませんでし

たが、そのような状況の中でも、日本語が学べる喜

びや「資格を得て長く続けられる仕事に就く」とい

う目標を見出し、ひたむきに努力を積み重ねた２カ

月でした。

　受講生は、ジョブスタとくしまが月２回開催する

「のんびり茶屋」で昼ご飯を食べながらスタッフや

利用者の方 と々交流をしたり、専門のマナー講師に

よる特別講座を受講したりと、日本語学習以外にも

楽しく充実した時間を過ごしました。

　終了後早々に病院に就職が決まった人もいます。

就職先の理解があり、９月からは介護の日本語講座

やヘルパーの資格取得講座を受けながら働き続け

ることができるようになりました。

　昨年より、県西や県南でも本講座の開設を望む

声を聞くようになってきました。人口減少や高齢化

が一段と進む県西や県南で新たな就労支援日本語

講座が開設できれば、介護現場をはじめ職場で活

躍できる、より多くの人材を育成できるようになりま

すが、その仕組みづくりのためには、まだまだ越え

なければならない課題が多くあります。

　今後も労福協の就労支援ネットワークを基盤と

し、県行政や企業、日本語支援ネットワークなど多

様な担い手との連携協働により、一人でも多くの外

国の人たちが仕事をとおして持てる能力を発揮し地

域に貢献できるよう、本講座の取り組みを地道に継

続していきたいと思います。

県内在住外国人の就労支援日本語講座
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連　　合

　地球にやさしいエコ・ユニオンをめざす連合徳

島は、７月28日～29日の２日間、美馬市木屋平の中

尾山・平成荘で、「連合の森・親子サマーキャン

プ」を開き、連合徳島組合員とその家族ら83人

（大人55人・子ども28人）が参加しました。

　開会オリエンテーリングは体育館で行われ、

主催者を代表して連合徳島ボランティア・サポ

ートチーム養成講座・吉田運営委員長のあいさ

つと、徳島森林管理署・三谷署長等からあいさ

つを受けました。

　その後、昼のイベントとして、宝石箱を作成

する「木工教室」と「遊歩道ウォーキング」を

同時並行で行いました。

 「木工教室」

は子どもを中

心に参加し、

まず最初に徳

島森林管理署

の職員から森

林についてプ

ロジェクターを使った説明を受けた後、杉の間

伐材にどんぐりや木の枝、石などをボンドで

付けたり、自分の名前や絵を描いたりと親子で

熱中し、それぞれオリジナルの宝石箱を完成さ

せました。

　「遊歩道ウォーキング」ではアップダウンの激し

い山道に悪戦苦闘しながらも、３時間かけて丸笹

山までウォーキングを行い、自然を満喫しました。

また、鹿から樹木を守るため防護ネットを装着する

作業も参加者全員で行いました。

　17時からの夕食バーベキューは８班に分かれて

炭を熾し、昼間に心地よい汗をかいたこともあり、

子どもたちの食欲も旺盛で肉・野菜・ソーセージ・

おにぎり・スイカ等を食べて、大人たちもアルコール

を飲みながら交流を深めました。

　２日目は朝食後に2006年に美馬市の協力のも

とできた「連合の森」へ車で移動し、植林の仕

方についてレクチャーを受けた後、これまで植

林してきた木の成長を確認し、防護ネットの修

繕を行いました。その後、徳島森林管理署、県

林務職員（県職労）の指導

のもと、家族・グループ毎

に50本の苗木（コナラ）を

植林するとともに、鹿対策

の防護ネットも取り付け、

大きく成長することを願っ

て名札を埋め込みました。

　概ね２日間とも好天に恵まれ、徳島森林管理

署をはじめ林野労組、県林務職員（県職労）を

はじめ、多くの参加者と地元美馬市の協力をい

ただき、標高1,050メートルのすばらしい環境

のもと、けが人もなく親子サマーキャンプを終

了することができました。

「連合の森」親子サマーキャンプ報告
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全 労 済

　去る2012年7月27日（金）に徳島県共済生活協同

組合第57回通常総代会ならびに全労済徳島県本

部第3回県本部代表者会議を開催いたしました。

はじめに
　2011年 3月 11日に発生した東日本大震災から、

１年と数ヶ月が経過しました。地震により被害を

受けられた方々に、謹んでお見舞い申し上げます。

　また、１日も早い復旧を心からお祈り申し上

げます。

　全労済では6月4日現在で251,517件の被災受付

を行っており、現場調査は99％以上完了、2012

年5月31日時点では共済金・見舞金のお支払い額

は1,198.7億円となりました。

　引き続き被災受付のご案内を広く呼びかけ、

住宅災害に遭われた方はもちろん、生命系共済

に加入されている方も含めて「最後のお１人ま

で」、共済金・見舞金をお支払いする取り組みを

進めてまいります。

１．2011年度(2011年6月1日～2012年5月31日)の

　　徳島県本部の事業報告

　2011年度は、中期経営政策（2009年度～2012年

度）の前半年度にあたることから、組合員サービス、

組織運営と事業基盤の拡大、組織のガバナンス、

コンプライアンス、さらには財務基盤の強化に取り

組みながらも、全国指標にもとづき設定した事業

目標達成に向けて事業推進活動を進めてきました。

第57回 通常総代会」
第３回代表者会議」

２．2012年度(2012年6月1日～2013年5月31日)の

　　徳島県本部の事業計画について 
　2012年度は、中期経営政策（2009年度～2012
年度）後半年度として、全労済全体では「取り組
み成果の定着化と発揮」をめざすための年度とな
りますが、県本部としては、厳しい結果に終わった
2011年度末からの「実績回復」をめざす年度と位
置づけ、以下の７つの基本課題について役職員が
一丸となって取り組むこととします。　　
（1）  住まいと暮らしの防災・保障点検運動
（2）推進チャネル・推進体制の再編整備と新たな

事業推進展開
（3）  組織法人チャネル（協力団体、共済代理店）の

推進展開
（4）  制度改定を踏まえたエリア推進展開
（5）  事業の健全な発展と発災時の事業継続への

取り組み
（6）  財務基盤強化基本計画の着実な実行
（7）  国際協同組合年の取り組み

役 職 名 氏　　名 所属団体 役 職 名 氏　　名 所属団体
県 本 部 長
副 本 部 長
副 本 部 長
執 行 役 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員

川 越 敏 良
髙 根 研 治
森 本 佳 広
渡 邉 一 雅
新 居 良 雄
平 井 敏 郎
浦 本 健 治
近 藤 久 善
坂 本 和 生
森 岡 　 茂
松 永 　 勉
米 里 正 行

全労済徳島県本部
UIゼンセン同盟日清紡績労働組合徳島支部
徳島県職員連合労働組合
全労済徳島県本部
フ レ ッ セ
徳島通運労働組合
徳島バス労働組合
徳島県高等学校教職員組合
徳島県教職員団体連合会
U Iゼンセン同盟四国化成徳島労働組合
U Iゼンセン同盟東邦テナックス労組徳島支部
自治労徳島市職員労働組合連合会

経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
業務検査委員長
業務検査委員
業務検査委員

住 友 勝 次
品 山 勝 利
柊 　 保 博
吉 田 耕 造
藤 岡 　 浩
濱 口 賢 一
里 口 功 祐
五所尾　久美子
島 　 和 久
宮 本 武 司
徳 永 佳 紀

阿波市職員労働組合連合会
ジェイテクト労働組合徳島支部
徳島市交通労働組合
全国一般徳島地方本部
徳島県公立学校教職員組合
日本電工労働組合徳島支部
三洋電機労働組合兵庫徳島支部徳島地区支部
自治労徳島県本部
四国電力労働組合徳島県本部
交通労連 四国高速運輸労働組合
自治労徳島県本部

〈 2012年度 県本部経営委員会 役員体制〉

徳島県労働者共済
生活協同組合

全労済徳島県本部
開催報告及び

 「
 「
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中小企業サポート事業

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ponmaru369001@om.df-solas.jp

メール会員になってお得情報をGETしよう！
カ
ン
タ
ン
！

生活密着型の店舗がドーンと増えて、パワーUP

掲載店約900件 + 暮らしに役立つ
あんしん情報付き

イルローザ

期間限定

好評発売中！
使える期間は、2012年４月～2013年３月末

お店でカードを見せるだけで、

割引・サービスが受けられる！
徳島そごう

旅　行

高速バス

ゆめタウン
徳島

「　　　　　　　　　」

㈶徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県下３６書店で９月３０日まで
７００円で取り扱っております。
１０月以降は、下記お問合せ先へ

に空メールを送るか、左記のQRコードを読み取ってサイトに
入り、フォームに従ってお申し込みいただくだけ！
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地域労働者福祉協議会の活動他

2012年９月（７）

徳島中央ライフサポートセンター

　

　講義要旨等　

主催者挨拶　山本 幸司　中央労福協副会長
要旨；どの様なリーダーをいかに育てるかが運
動の全てを左右します。リーダーとは、「情

勢を把握し、解決策を明確に、また、考え方

を示す。」ことが求められます。トライ＆エ

ラーは避けられません。解決策、その立場を

明確に、答えは持っていません。何年かかっ

ても解決していくという信念が必要です。

講義１「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史」
　　　　高橋 均　中央労福協参与

要旨；●中央労福協の歴史と理念～忘れられつ
つある歴史－「歴史を忘れた組織は滅びる。」

「福祉はひとつ」が中央労福協の理念　●我々

は今、どんな時代に生きているのか～世界史的

な時代の転換点　●当面する労働運動の課題－

労働運動がめざす格差是正の具体策　●協同組

合運動の課題～労働組合との関係再構築

講義２「これからの日本社会と協同組織事業団
　　　体に期待するところ（経済・社会・文明
　　　の現状と危機の克服）」
　　　田村 正勝　早稲田大学教授
要旨；●千年に一度の大地震、未曽有の大津波
と原発の破壊　●危機の本質は“経済主義”

の近代文明の分かれ道－文明の崩壊は３つの

複合汚染①生態系の攪乱②社会システムの機

能不全③モラルの退廃　儲けは信義に始まり、

●国家制度・中央集権体制を克服する動きと

「第6期労働運動・労働者福祉運動の
　　　　理念・歴史・リーダー養成講座」
日　時：2012年6月20日（水）から
　　　　　　　　6月22日（金）の3日間
場　所：「岡山コンベンションセンター」
参加者：受講生 34 名、
　　　　傍聴者・講師・事務局 32 名、合計 66 名

コミュニティの再生　●協同組織事業団体－

友愛・連帯による“世直し”と生活の安定・

向上、●来るべき社会のヴィジョンとコミュ

ニティの再生－「ゆとり、公正、連帯の三位

一体の社会」－と協同組織事業団体の活動の

重要性を強調されました。

講義３　労福協2020年ビジョンと
　　　　「働くことを軸とする安心社会」
　～国際協同組合年、原点に立ちかえり運動を

前進させよう～と山本幸司　中央労福協副会長

の講義の後、労働運動・労福協運動、労働金庫、

全労済とそれぞれの取り組み等について講師の

方々の心のこもった熱い講義があり、「持続可

能な日本社会　また、国民から求められている

目指すべき社会像実現のための労働運動・労福

協の役割が問われている。」という認識のもと

に、受講生全員が労福協活動のリーダーを目指

そうと自覚をしました。また、この研修が地域

での実践活動につながるよう努力することを誓

い修了しました。

徳島西部ライフサポートセンター
第13回夏休みフェスティバルを開催しました！！

　7月29日（日）毎年恒例の夏のイベント『夏休

みフェスティバル』が行われました。総勢617

名の方々にご参加いただき、ありがとうござい

ました。

　大変暑い中での開催となりましたが、子ども

たちはそんな暑さはものともせず、水着姿で川

遊びを楽しみ、アメゴのつかみ取りに歓声を上

げながら挑戦していました。



　　　　●泉澄ちゃん（４歳、
園児）。担任の先生が撮ってく
れる授業風景の写真には、お
どけたり、はにかんだりと、普
段パパには見せないような表
情の泉澄がいます。
●泉妃（２歳）。気性が荒く、姉妹喧
嘩しても負けません。こないだも
勝利してお姉ちゃんの髪の毛数本
をむしり取りました。　　
（ふ）

育児
日記
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　また、今年から1～3歳児のお子さんを対象に

アメゴつかみ取り体験と称し、タライにアメゴ

を入れつかみ取りを体験していただきました。

小さいお子さんにも危険なく体験してほしいと

思い企画したのですが、保護者の皆さんと共に

アメゴに触り、水遊びも楽しんでもらえたかな

と思います。

　

　今年も大いに盛り上がったラッキー抽選会で

したが、皆さん結果はどうでしたか？

　前日・当日と二日間にわたり準備・運営に携

わっていただいたスタッフの皆様、大変お疲れ

さまでした。後片付けの際には突然の猛烈な雷

雨に見舞われ、びしょ濡れになりながらも手際

よく作業していただき本当にありがとうござい

ました。

　また来年も夏休みフェスティバルを開催いた

しますので、来年のご参加もよろしくお願いし

ます。

ごみゼロ阿波踊り大作戦

　昨年より約9万人下回ったものの、約122万人が

来場した阿波踊りの演舞場周辺にて、今年も8月12

日から4日間、「ごみゼロ阿波踊り大作戦」（ごみゼ

ロ阿波踊り実行委員会）が行われました。

　実行委員は分別回収ステーションを演舞場周辺

の8箇所に設け、ごみの収集、資源ごみの分別運動

に取り組みました。

　ボランティアとして、労福協、勤労者福祉ネット

ワークより27名が参加し、徳島市役所前広場にて

活動を行いました。

　実行委員会は2005年から「ごみゼロ阿波踊り大

作戦」を展開しており、2008年には、資源ごみのリ

サイクルを行うことによって生じた資金によって植

樹を行いました。また、この活動で排出されたCO2

を吸収するカーボン・オフセットに取り組んでおり、

一般社団法人カーボンゼロ四国によりCO2排出ゼ

ロの活動イベントにも認証されています。



と　く　し　ま　労　福　協 2012年９月（９）

第４回通常総会を開催

　第４回通常総会を５月21日（月）の午後６時か

らヒューマンわーくぴあ徳島において24名の会

員の皆様のご参加をいただき開催しました。

　来賓の小松義明徳島県労働福祉会館理事長と

久積育郎徳島県労働者福祉協議会会長（5月21日

現在）から祝辞を頂きました。

　第１号議案の平成23年度事業報告・決算報告

並びに監査報告、平成24年度事業計画・収支予

算（案）が満場一致で承認されました。第３号議

案で任期満了を迎えた役員の改選を行い、理

事・監事全員の留任と新しい理事一人を選任し

ました。最後に「元気なシニアの健康増進と生

きがい作りのサポート」、「働き続けたいシニア

の人々のサポート」を発展・充実させる事業の

推進を参加者全員で確認して終了しました。

　2012年度の役員名簿と事務局体制は以下の通

りです。

　７月24日（火）、わー

くぴあ徳島502号会議

室において標記会議が

開催され、四国労金、全

労済、連合徳島、生協連、就職支援機構、ＮＰＯ法

人壮生、西部ＬＳＣ、勤労者福祉ネットワーク、

労福協の女性役職員30名が参加し、うち各団体

の代表17名が現場からの課題と改善について提

言を行いました。

　このうち、勤労者福祉ネットワークからは、

「ファミサポ応援券の発行」、「きらめき縁結び応

援団育成事業の継続化」、「中小零細企業の新採

研修・後継者育成研修の実施」などへの県の協

力を要請する提言が、また労福協からは、「障害

者運転免許取得費補助制度の全県化」、「のんび

り茶屋等中間就労の場の継続化」、「高校中退者

等アウトリーチ事業の県教委との連携」、「県西・

県南部での就労支援日本語講座の開設」などの

提言がなされました。

　飯泉知事からは、一人ひとりの提言に対して

丁寧に回答をいただきました。なかには、「今後

の対応を担当部局と相談させていただきたい」、

「関係部局との連携がはかれるよう紹介した

い」等、進展の可能性が感じられる回答もあり

ました。

　発言者は、限られた時間で現場の課題を知事

に訴えるため、写真やデータ等をフリップにま

とめるなど、工夫を凝らし提言を行いました。

　今後も「働く女性」の現場からの声を飯泉知

事に届ける機会が継続できるよう、私たちも県

行政との連携により、担当事業にいっそうの成

果を上げるべく実践と研鑽に努めていこうと気

持ちを新たにしました。　

役員名簿

主催  徳島県労福協

事務局体制

役 職 名 氏　　名
理 事 長
専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

中 村 昌 宏
坂 尾 直 也
宮 北 　 勲
橋 本 正 昭
加 林 　 章
井上みち代
前田すづ子
村田知江美
国 見 　 聖
久 積 育 郎
松 田 　 勲
清 田 敏 弘

再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

事務局長
事務局次長

〃
〃

事 業 部
〃
〃
〃
〃

坂 尾 直 也
小 川 敏 雄
清 水 由 美
藤 原 　 徹
国 見 　 聖
若 山 文 男
栩 坂 　 勝
岩 田 悦 子
西 川 育 子

飯泉知事と働く女性の懇談会

壮　生 わーくぴあ徳島
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